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教育について意見交換
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　市PTA連絡協議会（畠山章弘会長）は10月28日、
「新市長がめざす教育について」をテーマに、同会と
市長との懇話会を開きました。
　懇話会には市内小中学校と平舘高からPTA会長
などが参加し、児童生徒数の減少や多様化する教育
活動などの意見交換を行いました。
　参加者はスクールバスの利用やICTの活用、ふる
さとを大切にする教育などに対して、市と市教育委
員会の考えに耳を傾けていました。参加者に市の考えを伝える佐々木市長

体の土台のゆがみを改善
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　（一社）市体育協会は10月19日、市総合運動公園体
育館で骨盤体操教室を開き、腰痛や肩こりなどの悩
みを抱える26人が参加しました。
　鍼灸整骨院うさぎ堂の髙橋淳一院長を講師に開催。
参加者は模型を使った解説を受けたり、教室の前後に
骨盤のゆがみを確認したりして体の基礎となる骨盤の
役割に理解を深めました。参加した箱崎義弘さん＝安
比高原＝は「じんわりと汗ばんだ。体が少し軽くなった
ように感じるので続けたい」と意欲を燃やしました。 骨盤がゆがむ原因となる筋肉の凝りをストレッチでほぐす

市農業委員会が親元就農者への支
援など５項目にわたる意見書を市
に提出（11月5日、市役所）

最優秀賞受賞者（左から）矢幅さん、今村さん、井上さん

平和を願う想いを描く
���M���è�Ù�µ�»�”�¯�ï�Â�µ�Ä�Ö	Æ	��›
¯	œ

　西根ライオンズクラブは11月10日、第34回国際平
和ポスターコンテスト表彰式を市商工会館で行い、
入賞者13人に賞状が手渡されました。
　「私たちはみんなつながっている」をテーマに西
根・松尾地区の小中学生79人が応募。それぞれの思
いを鉛筆やクレヨンなどを使い、描き上げました。
　最優秀賞を受賞した井上香

か ほ

穂さん（大更小5年）は
「受賞できてうれしかった。世界が明るくなってほし
い」と平和を願いました。

市内15カ所の投票所で有権者が一票を投じました

鈴木氏が通算10選果たす
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　衆議院解散に伴う第49回衆議院総選挙は10月31
日、投・開票が行われ、岩手2区で、鈴木俊一氏が14
万9,168票を獲得し、10回目の当選を果たしました。
　本市の得票数は、大林正英氏3,326票、荒川順子氏
205票、鈴木氏8,403票。 投票日当日の有権者数（小
選挙区）は２万1,674人で、投票率は55.80％と前回

（平成29年衆議院議員総選挙）の56.97％を1.17㌽下
回りました。期日前投票者数は5,445人で、投票率は
25.08％と前回の24.50％を0.58㌽上回りました。各企業の取り組み事例が紹介されました

違いより共通点を見る
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　食の多様性フォーラムは11月8日、市役所多目的
ホール棟で開かれ、参加者はヴィーガンやベジタリ
アンなどの食文化を学びました。
　県内の飲食店や観光業に携わる人などオンライン
参加も含め46人が参加。多様化する食文化への県内
事業者の取り組みや考え方などを紹介しました。
　（株）八幡平ＤＭＯ代表取締役の畑めい子さんは

「ヴィーガンの人に対応したメニュー作りなど、でき
ることから取り組んでいきたい」と展望を語りました。

認知症を知り、高齢者などを思い
やる講座を松野小で開催（11月10
日、認知症サポーター養成講座）

安代地区出席者を代表して褒状を受け取る宇土沢夫婦

夫婦の絆はダイヤモンド
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　市ダイヤモンド婚を祝う会（市社会福祉協議会主
催）は11月12日、いこいの村岩手で開かれ、対象42組
のうち出席した13組に褒状が贈呈されました。
　宇土沢孝男さん（86）とスミ子さん（81）夫妻＝荒屋
新町＝は「子育てや仕事など大変なことばかりだっ
たけどふたりでこの日を迎えられてうれしい」と互
いに労をねぎらいました。祝宴では、昭和30年から
40年までの県内の出来事をまとめた「県政映画」が上
映され、当時の思い出に浸っていました。

10月10日で100歳を迎えられた遠
藤富美子さん＝野口＝これからも
お元気で（10月11日、自宅）

地域に支えられながら創立30周年
を迎えた（福）安代会（11月10日、ふ
れあいセンター安代）

遺族や関係者ら約80人が戦没者の
冥福を祈り献花を捧げる（10月14
日、市戦没者追悼式）
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▽
イ
ル
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ネ
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シ
ョ
ン
点
灯
式
で
、カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
の
写
真
を
撮
る
べ
く
場
所
を
取
り
、

試
し
撮
り
を
し
て
準
備
万
端
ス
タ
ン
バ
イ
。

定
刻
５
分
前
か
ら
辺
り
が
急
速
に
暗
く
な
り

始
め
、
カ
メ
ラ
設
定
が
見
直
し
に
。
明
る
さ

優
先
だ
と
写
真
は
ブ
レ
る
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シ
ャ
ッ
タ
ー
速

度
優
先
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と
写
真
は
真
っ
暗
。
容
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な
く
迫

る
時
間
に
1
人
パ
ニ
ッ
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で
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▽
ダ
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ン
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を
祝
う
会
を
取
材
し

ま
し
た
。60
年
と
い
う
と
て
つ
も
な
く
長
い
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月
、苦
楽
を
と
も
に
生
活
し
て
き
た
人
生

の
大
先
輩
た
ち
の
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。調
べ
た
と
こ
ろ
私
は
結
婚
５
年
目
な
の

で
木
婚
式
と
い
う
そ
う
で
す
。
銀
、
金
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
と
輝
き
を
増
し
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�
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農
家
と
農
地
を
守
り
、
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
し
た
い

み
う
ら
・
み
え
こ
　
64
歳
　
＝
大
石
平
＝

市
農
業
委
員
会
初
の
女
性
会
長
職
務
代
理
者

三
浦 

美
恵
子　
さ
ん

昭和32年生まれ。一関市（旧大東町）出身。
夫、長男と暮らす。趣味は樹脂粘土で花を
作るパンフラワー作り。岩手山に落ちてい
く夕日がお気に入り。尊敬する人は母。
好きな言葉は「為せば成る」。休みの日は
ぼーっとテレビを見てリフレッシュする。

　

９
月
１
日
に
開
か
れ
た
市
農
業

委
員
会
総
会
で
、
委
員
に
よ
る
互

選
の
結
果
、
合
併
以
前
を
含
め
て

初
め
て
女
性
の
会
長
職
務
代
理
者

に
選
ば
れ
た
三
浦
美
恵
子
さ
ん
。

「
後
に
続
く
若
い
女
性
に
ほ
ん
の

少
し
で
も
前
進
す
る
力
が
湧
い
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
で
も
背
伸

び
し
す
ぎ
か
も
」と
お
ど
け
た
表

情
を
見
せ
つ
つ
も「
今
ま
で
以
上

に
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
委
員

一
人
一
人
の
意
見
や
思
い
を
聞
け

る
存
在
を
目
指
し
た
い
」と
気
を

引
き
締
め
る
。

　

市
農
業
農
村
指
導
士
の
会
で
活

動
し
て
い
た
経
験
か
ら
市
議
会
の

推
薦
を
受
け
、
農
業
委
員
に
な
る
。

「
農
家
の
仕
事
は
男
性
だ
け
で
な
く

女
性
の
力
も
大
き
い
。
女
性
の
力
が

農
業
に
と
っ
て
も
農
業
委
員
会
に

と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
」と
信
念

を
持
ち
、
ひ
た
向
き
に
活
動
を
続

け
、
気
が
付
く
と
10
年
目
を
迎
え
て

い
た
。
耕
作
者
が
高
齢
化
し
、
後
継

者
が
い
な
い
ま
ま
リ
タ
イ
ア
し
た

後
に
農
地
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ

て
し
ま
う
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
耕
作
放
棄
地
は
害
虫
や
害
獣
の
増

加
、
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
な
ど
農

業
以
外
へ
の
悪
影
響
も
大
き
い
。
農

地
を
守
る
た
め
、
市
に
親
元
就
農
へ

の
支
援
を
働
き
掛
け
、
担
い
手
不
足

の
現
状
を
変
え
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
む
。

　

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
協
力
事
業

者
と
し
て
の
顔
も
持
ち
、
返
礼
品
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
励
む
。

「
値
段
に
引
か
れ
て
安
価
な
外
国
産

を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
口
に
入
る
も

の
だ
か
ら
こ
そ
農
家
が
守
り
続
け

る
農
地
で
心
を
込
め
て
育
て
ら
れ

た
野
菜
を
選
ん
で
ほ
し
い
。
地
産
地

消
で
農
家
を
応
援
し
て
、
一
緒
に
古

里
の
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
」と
呼

び
掛
け
る
。

目視で農地の現況を確認す
る三浦さん
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